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歩行者を考慮した街路ネットワークの機能分担にむけて

Issues to be addressed by forming functionally hierarchical street network with pedestrians

鳥海梓，大口敬

1. 道路が持つ様々な機能（＝役割）

• 道路の持つ異なる機能や利用主体は、互いに影響を及ぼしあう
→ ひとつの道路で全ての機能・利用主体を満足させることはできない

• 道路それぞれの優先すべき機能や利用主体を分担させながら、ネットワーク全体として多様な機能
や利用主体に応えることが重要

3. 道路の機能分担とは

• 「車中心から人中心へ」変化するニーズ
• 自動車が走るための道路から、歩行者が歩きやす
いことをはじめ多様な利用主体のための道路へ

2. 道路を使うさまざまな利用主体

• 自動車の道路ネットワーク計画では、機能の異なる街路はAU～FUの階層に区別される（交通工学研究会）

• 自動車ネットワークに歩行者ネットワークを重ね合わせ、機能分担のあり方を再整理

4.街路（=都市内の道路）ネットワークにおける機能分担の考え方

5. 役割分担に向けた現状の課題（歩行者を中心に）
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‒ 立体交差が望ましいが歩行者が負担を強いられ
ない形の検討が必要。（↔横断歩道橋）

①自動車の移動機能の高い街路での歩行者の横断 ③自動車を乗降する歩行者の横断

④歩車共存空間での歩行者と自動車の錯綜
‒ 双方に与える影響を踏まえ
た設置条件の設定が必要。
（観測調査やシミュレーション研究
を実施中）

‒ 車の通行減、減速を促す構造や制御が必要。
（ハンプ、スムース歩道、シケイン、一方通行など）

②沿道出入する自動車と歩行者の錯綜

‒ 自動車から横断歩行者が
確認しやすいように停車
空間や横断歩道の配置の
工夫が必要。
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異なる機能や 利用主体のトレードオフ関係（一方を良くすると他方が悪くなる）を表す
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